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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
異
世
界
で
看
守
に
就
職

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
３
６
７
Ｕ

【
作
者
名
】

　
白

【
あ
ら
す
じ
】

　
異
世
界
に
転
生
し
た
。
魔
法
あ
り
、
魔
物
あ
り
の
夢
あ
る
世
界
。
し
か
し
俺

は
安
定
を
求
め
公
務
員
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
俺
の
老
後
は
安
心
だ
！
と
思
っ
て

い
た
が
現
実
は
甘
く
な
か
っ
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

は
じ
め
ま
し
て
ｏ
ｒ
こ
ん
に
ち
は
、
白
で
す
。

駄
文
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

０
話
　
プ
ロ
ロ
ー
グ

エ
ン
ペ
ド
ス
大
陸
。
こ
の
世
界
で
最
も
大
き
な
大
陸
だ
。
こ
の
大
陸
最
小
の
国

マ
ル
ク
ス
帝
国
は
近
年
、
急
成
長
を
遂
げ
て
い
た
。

そ
の
勢
い
は
凄
ま
じ
く
、
４
０
年
で
エ
ン
ペ
ド
ス
大
陸
の
全
て
の
国
を
征
服
。

こ
の
世
界
一
番
の
大
国
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
３
０
年
後
に
は
こ
の
世
界
唯
一
の
国
と
な
っ
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
も
急
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
？
そ
れ
は
魔
法
技
術

の
進
歩
に
あ
る
。

「
魔
法
」
と
は
液
体
・
固
体
・
気
体
の
ど
れ
に
も
属
さ
な
い
「
精
霊
」
に
生
ま

れ
つ
き
も
っ
て
い
る
「
魔
力
」
を
支
払
い
世
界
を
変
革
す
る
行
為
で
あ
る
。

こ
の
世
界
で
は
「
科
学
」
の
か
わ
り
に
「
魔
法
」
が
発
達
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
マ
ル
ク
ス
帝
国
の
魔
法
技
術
は
別
格
な
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
国
民
の
魔
力
保
有
数
の
平
均
値
が
他
国
に
比
べ
、
３
倍
は
あ
る
こ
と
。

大
抵
の
人
間
の
魔
力
の
量
は
４
０
～
６
０
メ
イ
ト
。

し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
帝
国
の
国
民
は
１
２
０
～
１
８
０
メ
イ
ト
。

（
メ
イ
ト
と
は
魔
力
の
単
位
で
ワ
ッ
ト
や
ジ
ュ
ー
ル
の
様
な
も
の
。
）

な
ぜ
こ
ん
な
に
も
多
い
の
か
・
・
・
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
帝
国
の
人
種
に
あ
る
。

こ
の
世
界
に
は
魔
物
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
も
比
較
的
賢
く
、
人
間
に
近
い

知
能
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
も
の
た
ち
を
「
亜
人
」
と
呼
ぶ
。
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「
亜
人
」
は
魔
力
保
有
量
が
人
間
の
６
～
９
倍
も
あ
る
。
そ
の
魔
力
保
有
量
に

目
を
つ
け
た
マ
ル
ク
ス
帝
国
は
「
亜
人
同
和
政
策
」
を
進
め
た
。

亜
人
と
仲
良
く
な
ろ
う
！
と
い
う
建
前
で
行
わ
れ
た
こ
の
政
策
。

し
か
し
、
実
際
は
自
由
に
生
き
て
い
た
亜
人
の
生
活
を
害
す
も
の
だ
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
流
の
名
前
・
言
葉
・
文
化
を
押
し
付
け
、
住
む
と
こ
ろ
を
奪
い
、
亜

人
独
特
の
文
化
を
禁
止
し
た
。

も
ち
ろ
ん
亜
人
側
も
抵
抗
し
た
。
し
か
し
、
圧
倒
的
な
数
の
暴
力
に
よ
り
支
配

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
最
終
戦
争
「
ア
デ
ー
ル
の
戦
い
」
で
は
人
間
、
亜
人
双

方
に
大
き
な
死
傷
者
を
だ
し
た
。

最
初
は
彼
方
此
方
で
テ
ロ
、
反
乱
、
独
立
運
動
が
お
き
て
い
た
が
、
２
０
年
も

経
つ
と
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
。

や
は
り
、
義
務
教
育
制
度
を
行
い
小
、
中
学
院
で
の

「
マ
ル
ク
ス
国
民
は
選
ば
れ
た
民
、
そ
れ
以
外
は
我
等
の
道
具
。
」
と
い
う
洗

脳
教
育
が
功
を
そ
う
し
た
の
だ
ろ
う
。

４
０
年
も
経
つ
と
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
亜
人
の
血
を
受
け
継
ぐ
よ
う
に
な
り
、

魔
力
保
有
量
が
激
増
し
た
。
そ
れ
に
比
例
し
国
内
の
魔
法
研
究
も
盛
ん
に
な
り
、

国
力
が
一
気
に
上
昇
し
た
。

マ
ル
ク
ス
帝
国
が
世
界
と
手
に
入
れ
て
か
ら
３
０
年
後
、
こ
の
世
界
に
異
物
が

紛
れ
込
ん
だ
。
こ
の
異
物
が
世
界
の
運
命
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
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6

プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

駄
文
乙
！
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一
話
　
俺
紹
介

一
話
　
進
路

皆
さ
ん
は
「
異
世
界
転
生
」
と
い
う
物
を
信
じ
る
だ
ろ
う
か
？

車
に
轢
か
れ
～
。
通
り
魔
に
刺
さ
れ
て
～
。
夜
眠
り
に
つ
い
て
～
。

気
が
つ
く
と
赤
ん
坊
に
な
っ
て
い
る
。

（
神
様
と
会
い
チ
ー
ト
能
力
を
貰
っ
た
り
、
神
様
の
ミ
ス
で
転
生
す
る
輩
も
い

る
ら
し
い
）

俺
の
場
合
は
前
者
、
「
公
務
員
試
験
を
受
験
後
、
帰
宅
途
中
乗
っ
て
い
た
電
車

が
横
転
し
気
が
つ
い
た
時
に
は
赤
ん
坊
に
な
っ
て
い
た
」

最
初
は
混
乱
し
、
理
解
で
き
ず
、
元
の
世
界
に
帰
り
た
い
と
泣
き
叫
ん
だ
が
三

年
も
す
る
と
こ
の
世
界
の
言
語
を
覚
え
、
文
化
に
馴
染
ん
で
、
「
帰
れ
な
い
な

ら
こ
の
世
界
で
精
一
杯
生
き
よ
う
。
」
と
諦
め
た
。

現
在
俺
は
も
う
１
３
歳
だ
。
小
等
学
院
三
年
・
中
等
学
院
三
年
の
こ
の
国
の
義

務
教
育
を
終
え
て
、
就
職
先
を
探
し
て
い
る
。
ほ
か
の
子
供
は
親
の
仕
事
を
手

伝
っ
た
り
、
上
等
学
院
に
進
学
し
て
い
る
が
俺
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
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欝
だ
。
俺
の
就
職
先
・
進
学
先
が
決
ま
ら
な
い
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

「
魔
力
保
有
量
」
が
少
な
す
ぎ
る
の
だ
。

・
・
・
中
二
病
で
は
な
い
！

こ
の
世
界
に
は
「
魔
法
」
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
。
・
・
・
本
当
だ
っ
て
！

最
初
は
俺
だ
っ
て
戸
惑
っ
た
さ
。

母
が
料
理
の
時
に
指
か
ら
火
を
だ
し
て
薪
を
燃
や
し
、
水
を
だ
し
て
消
火
し
て

た
ん
だ
。

ま
あ
、
一
年
も
す
れ
ば
馴
れ
た
。
便
利
だ
し
、
面
白
い
し
。

こ
の
世
界
で
魔
法
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
道
具
だ
。

そ
の
上
、
俺
の
住
ん
で
い
る
国
は
魔
法
実
力
主
義
。

魔
法
の
上
手
さ
で
人
間
の
価
値
が
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
し
ま
う
。

魔
法
が
上
手
い
も
の
は
若
く
し
て
成
功
を
収
め
る
。

逆
に
ど
ん
な
に
勉
学
・
剣
術
に
秀
で
て
い
よ
う
と
、
魔
法
が
下
手
な
ら
無
能
。

し
か
し
、
魔
法
は
努
力
で
何
と
か
な
る
も
の
で
は
な
い
。

魔
法
の
上
手
さ
を
決
め
る
も
の
、
そ
れ
は
魔
力
保
有
量
で
あ
る
。
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俺
の
住
ん
で
い
る
国
の
国
民
一
人
あ
た
り
の
魔
力
保
有
量
平
均
は
１
４
０
～
２

０
０
メ
イ
ト
。

（
メ
イ
ト
と
は
魔
力
量
の
単
位
で
あ
る
。
）

・
・
・
残
念
な
こ
と
に
俺
の
魔
力
保
有
量
は
８
０
メ
イ
ト
。

下
の
下
の
下
だ
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
魔
法
は
こ
の
世
界
で
は
必
要
不
可
欠
。

大
工
だ
っ
て
魔
法
で
木
材
を
運
び
、
組
み
立
て
る
。

農
家
は
魔
法
で
種
を
撒
い
て
収
穫
す
る
。

商
人
も
魔
法
で
商
品
を
運
び
、
加
工
す
る
。

兵
士
は
・
・
・
・
も
う
魔
法
な
し
で
は
完
全
に
無
理
だ
。

魔
力
量
＝
才
能

覆
せ
な
い
境
遇
だ
。

全
て
を
諦
め
、
投
げ
出
し
て
い
た
俺
に
一
通
の
手
紙
が
届
く
。
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こ
の
手
紙
が
俺
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
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一
話
　
俺
紹
介
（
後
書
き
）

才
能
な
い
な
ぁ
・
・
・

な
ん
で
他
の
作
者
の
方
々
は
あ
ん
な
に
上
手
く
か
け
る
ん
だ
ろ
う
？
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ニ
話
　
手
紙

ニ
話
　
手
紙
　
　

朝
、
家
の
前
の
ポ
ス
ト
を
見
て
み
る
と
俺
宛
に
一
通
の
手
紙
が
来
て
い
た
。

「
マ
ル
ク
ス
刑
務
所
」
よ
り
。

・
・
・
俺
、
何
か
ヤ
バ
イ
こ
と
し
た
か
な
？

手
紙
を
開
封
す
る
と
、
一
枚
の
紙
が
入
っ
て
い
た
。

そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
こ
ん
な
感
じ
だ
。

「
看
守
を
募
集
し
て
い
る
。
三
週
間
後
、
隣
町
で
試
験
と
や
る
の
で
暇
な
ら
こ

い
」

看
守
か
・
・
・

精
神
衛
生
上
は
最
悪
な
職
場
だ
が
待
遇
や
給
料
は
い
い
か
ら
な
ぁ
。

で
も
、
犯
罪
者
を
監
視
す
る
な
ら
魔
法
の
技
術
が
必
要
不
可
欠
だ
よ
な
。

高
等
な
魔
法
が
な
い
と
脱
走
に
対
抗
で
き
な
い
か
ら
、
、
、

・
・
・
一
か
八
か
試
験
、
受
け
て
み
よ
う
か
な
。

ま
ず
両
親
に
相
談
し
な
い
と
、
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「
母
さ
ん
父
さ
ん
、
俺
、
看
守
の
試
験
受
け
て
み
よ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
い

い
か
な
？
」

「
「
い
い
わ
よ
」
」

了
承
は
得
た
。
だ
が
も
っ
と
止
め
た
り
、
反
対
し
た
り
し
な
い
の
か
？
看
守
っ

て
結
構
危
険
な
職
種
だ
ぞ
！

「
反
対
し
な
い
の
？
」

「
お
前
は
結
構
看
守
に
向
い
て
い
る
と
思
う
ぞ
」

向
い
て
る
？
俺
が
？



14

「
・
・
・
自
覚
が
な
い
の
か
、
、
、
」

い
や
い
や
、
ヘ
タ
レ
の
俺
が
向
い
て
る
わ
け
無
い
で
し
ょ
。

弱
い
し
、
ビ
ビ
リ
だ
し
。

「
ま
あ
い
い
、
、
、
が
ん
ば
れ
よ
。
」

「
う
ん
。
」

あ
、
そ
う
だ
。

「
父
さ
ん
、
仕
事
の
方
は
大
丈
夫
な
の
？
」

「
あ
あ
、
今
日
は
夜
勤
だ
。
」
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俺
の
父
親
は
門
の
警
備
兵
を
し
て
い
る
。
門
の
前
に
立
ち
、
そ
こ
を
通
る
馬
車
、

人
か
ら
入
場
税
を
と
る
仕
事
だ
。

父
は
解
析
・
防
御
系
の
魔
法
を
得
意
と
し
て
い
る
。
自
慢
の
解
析
魔
法
を
認
め

ら
れ
こ
の
仕
事
に
就
い
た
。

そ
の
前
は
母
と
共
に
「
冒
険
者
」
を
し
て
い
た
ら
し
い
。

「
冒
険
者
」
と
は
。

・
冒
険
者
ギ
ル
ド
に
所
属
し
、
ギ
ル
ド
に
寄
せ
ら
れ
た
仕
事
を
請
け
負
う
者
の

こ
と
を
指
す
。

主
な
仕
事
は
、
薬
草
の
採
取
・
貴
重
な
鉱
石
の
採
掘
・
「
魔
物
」
の
討
伐
・
護

衛
任
務
・
盗
賊
の
討
伐
な
ど
な
ど
。

稀
に
国
か
ら
の
依
頼
な
ど
が
く
る
。

「
魔
物
」
と
は
。

・
人
類
が
誕
生
し
た
際
に
神
が
誤
っ
て
創
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
人
類
の
敵
。
真

実
は
わ
か
ら
な
い
。

知
能
が
低
く
、
本
能
に
従
い
活
動
し
て
い
る
。
反
面
、
魔
力
保
有
量
が
人
間
よ

り
も
多
く
身
体
能
力
も
高
い
。

（
稀
に
亜
人
並
み
の
知
能
を
持
つ
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
う
い
っ
た
者
達
を
「

魔
族
」
と
呼
ぶ
。
）

彼
ら
人
間
を
捕
食
、
殺
害
、
町
の
破
壊
活
動
を
行
う
た
め
討
伐
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
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母
は
父
と
は
違
い
、
自
然
系
攻
撃
魔
法
・
幻
術
魔
法
が
得
意
ら
し
い
。

自
然
系
攻
撃
魔
法
。
平
和
的
な
攻
撃
に
思
え
る
が
実
は
か
な
り
エ
グ
い
魔
法
だ
。

木
の
蔓
と
鞭
の
様
に
し
て
攻
撃
し
た
り
、
木
の
根
を
相
手
の
真
下
に
出
現
さ
せ

串
刺
し
に
し
た
り
。

幻
術
魔
法
は
相
手
に
幻
覚
を
魅
せ
て
惑
わ
す
魔
法
。
様
々
な
応
用
が
利
く
が
、

か
な
り
の
技
術
を
要
す
る
た
め
使
い
手
は
少
な
い
。

母
の
幻
術
の
使
い
方
は
冒
険
者
業
界
で
は
か
な
り
酷
い
使
い
方
ら
し
い
。

自
分
の
大
切
な
人
が
植
物
の
触
手
で
〇
〇
〇
さ
れ
て
い
る
幻
術
を
魅
せ
ら
れ
る

ら
し
い
。

そ
の
た
め
冒
険
者
ギ
ル
ド
で
は
母
は
「
強
姦
の
森
姫
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
ら
し

い
。

・
・
・
恐
い
、
恐
す
ぎ
る
ぞ
母
よ
。

母
の
魔
力
保
有
量
は
４
０
０
メ
イ
ト

父
は
３
５
０
メ
イ
ト
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平
均
よ
り
も
多
い
。

な
の
に
俺
は
８
０
メ
イ
ト
。
な
に
が
あ
っ
た
？

普
通
魔
力
保
有
量
は
遺
伝
す
る
も
の
で
父
親
と
母
親
の
魔
力
保
有
量
の
合
計
の

半
分
く
ら
い
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

だ
が
俺
の
魔
力
保
有
量
は
８
０
メ
イ
ト
ぽ
っ
ち
。

欝
だ
。

豆
電
球
並
の
光
を
３
分
く
ら
い
起
こ
す
の
に
掛
か
る
魔
力
は
１
ロ
イ
ト
。

（
１
メ
イ
ト
＝
１
０
０
０
ロ
イ
ト
）

初
級
攻
撃
魔
法
で
あ
る
「
魔
力
の
矢
」
一
矢
の
消
費
魔
力
が
１
メ
イ
ト
。

初
級
魔
法
８
０
本
分
。

「
魔
力
の
矢
」
・
・
・
プ
ロ
の
ヘ
ビ
ー
級
ボ
ク
サ
ー
の
本
気
の
右
ス
ト
レ
ー
ト

と
同
等
の
威
力
の
光
（
魔
力
）
で
出
来
た
矢
を
放
つ
魔
法
。

と
に
か
く
俺
の
魔
力
量
！
ど
う
し
た
！
？
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こ
の
世
界
の
実
力
者
ラ
ン
ク
（
俺
予
想
）

魔
力
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

評
価

・
５
０
～
１
０
０
メ
イ
ト
　
　
　
　
　
　
屑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社

会
の
底
辺

・
１
１
０
～
１
６
０
メ
イ
ト
　
　
　
　
　
中
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

流
家
庭

・
１
７
０
～
２
０
０
メ
イ
ト
　
　
　
　
　
中
の
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裕

福
な
家
庭

・
２
１
０
～
２
８
０
メ
イ
ト
　
　
　
　
　
上
の
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役

人
、
エ
リ
ー
ト
兵
士
、
優
秀
な
冒
険
者

・
３
０
０
～
３
５
０
メ
イ
ト
　
　
　
　
　
上
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

業
選
び
放
題

・
４
０
０
～
５
０
０
メ
イ
ト
　
　
　
　
　
上
の
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

万
人
に
一
人
の
逸
材

・
５
５
０
～
７
０
０
メ
イ
ト
　
　
　
　
　
上
の
上
の
上
　
　
　
　
　
　
　
　
１

０
０
万
人
に
一
人
の
逸
材
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・
８
０
０
～
１
０
０
０
メ
イ
ト
　
　
　
　
英
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
雄

・
１
０
０
０
メ
イ
ト
以
上
　
　
　
　
　
　
測
定
不
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神

じ
ゃ
神
の
光
臨
じ
ゃ
！
！
　
　
　

だ
。
多
分
。
こ
れ
は
俺
の
偏
見
に
満
ち
た
考
え
だ
。

ち
な
み
に
、
看
守
は
こ
の
国
で
は
エ
リ
ー
ト
職
種
で
魔
力
保
有
量
の
平
均
は
３

０
０
～
４
０
０
メ
イ
ト
。

・
・
・
俺
で
は
無
理
だ
。

で
も
納
得
で
き
な
い
自
分
が
い
る
。
魔
力
の
量
だ
け
が
全
て
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、

努
力
で
な
ん
と
か
な
る
ん
だ
。
と
証
明
し
た
い
。
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「
俺
は
証
明
し
て
や
る
。
才
能
が
全
て
じ
ゃ
な
い
っ
て
！
」

三
時
間
後
。
こ
ん
な
発
言
を
し
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。

・
・
・
中
二
病
こ
の
世
界
で
も
感
染
す
る
ん
だ
な



21
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ニ
話
　
手
紙
（
後
書
き
）

恥
ず
か
し
い
。

超
恥
ず
か
し
い
。
時
間
が
あ
れ
ば
編
集
し
た
い
が
時
間
が
な
い
。
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三
話
　
試
験

三
話
　
試
験

現
在
俺
は
マ
ル
ク
ス
刑
務
所
の
看
守
の
試
験
を
受
け
に
隣
町
に
来
て
い
た
。

昨
日
こ
の
町
に
着
い
た
俺
は
宿
を
と
り
、
死
ん
だ
よ
う
に
眠
っ
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
現
在
１
０
時
。

試
験
開
始
時
刻
は
１
０
時
３
０
分
。

宿
か
ら
試
験
会
場
ま
で
５
０
分
。
・
・
・
・
詰
ん
だ
。
完
全
に
。

全
速
力
で
走
っ
て
い
る
が
間
に
合
い
そ
う
に
な
い
！

使
い
た
く
は
な
か
っ
た
が
、
ア
レ
を
使
う
か
！

「
魔
跳
躍
」

魔
跳
躍
と
は
。

母
か
ら
教
わ
っ
た
魔
法
の
ひ
と
つ
で
足
に
魔
力
を
込
め
て
地
面
を
踏
み
し
め
る

瞬
間
に
爆
発
さ
せ
物
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
魔
法
で
あ
る
。

使
用
魔
力
量
は
一
歩
に
つ
き
１
０
０
ロ
イ
ト
。
魔
力
の
少
な
い
俺
に
は
大
き
い
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が
背
に
腹
は
か
え
ら
れ
な
い
。

こ
れ
を
使
え
ば
１
０
０
ｍ
を
約
３
秒
で
走
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
う
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
お
」

何
と
か
間
に
合
い
そ
う
だ
！
行
け
る
。

何
と
か
俺
は
試
験
会
場
に
到
着
で
き
た
。
現
在
時
刻
１
０
時
２
８
分
。
ギ
リ
ギ

リ
だ
。

さ
っ
そ
く
会
場
の
前
に
い
る
受
付
ら
し
き
女
性
に
話
し
か
け
て
み
る
。

「
マ
ル
ク
ス
刑
務
所
の
看
守
試
験
の
会
場
は
こ
こ
で
す
よ
ね
？
」

「
え
え
。
受
験
者
の
方
で
す
ね
？
最
初
に
魔
力
を
測
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
い
で
す
か
？
」
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「
え
え
、
、
、
、
」

そ
う
言
う
と
女
性
は
水
色
の
水
晶
を
取
り
出
し
た
。

こ
れ
は
「
魔
力
測
定
器
」
で
こ
の
水
晶
に
触
れ
る
と
自
分
の
魔
力
の
総
量
を
量

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

俺
は
恐
る
恐
る
手
を
水
晶
に
近
づ
け
た
。
手
が
水
晶
に
触
れ
た
瞬
間
水
晶
に
数

字
が
表
れ
た
。

「
７
２
」

俺
の
現
在
の
魔
力
の
総
量
は
７
２
メ
イ
ト
。
魔
跳
躍
が
響
い
た
の
か
普
段
よ
り

８
メ
イ
ト
も
少
な
い

「
７
２
メ
イ
ト
で
す
か
・
・
・
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
」
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女
性
は
責
任
者
ら
し
き
人
に
話
を
聞
き
に
い
っ
た
よ
う
だ
。

ま
さ
か
、
試
験
を
受
け
れ
ず
門
前
払
い
！
？

そ
れ
は
へ
こ
む
ぞ
・
・
・

「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
、
、
で
は
こ
の
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
て
中
に
お
入
り
く

だ
さ
い
。
」

よ
か
っ
た
、
試
験
は
受
け
さ
せ
て
も
ら
え
る
ん
だ
。

中
に
入
る
と
屈
強
そ
う
な
男
た
ち
が
百
人
程
い
た
。

全
員
が
俺
に
ガ
ン
を
飛
ば
し
て
き
た
。

・
・
・
何
こ
れ
怖
い
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
俺
は
今
１
３
歳
の
餓
鬼
。
看
守
と
い
う
職
業
は
そ
れ
な
り

の
実
力
が
な
い
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
ほ
と
ん
ど
の
受
験
者
が

上
等
学
院
卒
業
生
か
冒
険
者
。
餓
鬼
が
来
て
い
い
場
所
じ
ゃ
な
い
。

そ
の
上
、
あ
の
マ
ル
ク
ス
刑
務
所
の
看
守
試
験
だ
。
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俺
も
噂
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
い
が
、

・
マ
ル
ク
ス
刑
務
所
の
看
守
は
最
強
で
一
人
で
千
の
兵
士
を
蹴
散
ら
す
ら
し
い

・
受
刑
者
全
員
の
殺
害
し
た
人
数
を
足
す
と
こ
の
国
の
国
民
の
数
と
同
じ
ら
し
い

・
ス
リ
、
殺
人
、
テ
ロ
な
ど
幅
広
い
犯
罪
歴
を
持
つ
も
の
が
い
て
受
刑
者
総
人

数
５
万
人
。

（
こ
の
国
の
人
口
は
お
お
よ
そ
６
億
人
。
し
か
し
、
戸
籍
に
載
っ
て
い
な
い
も

の
も
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
お
そ
ら
く
１
０
億
人
は
い
る
だ
ろ
う
。
）

・
・
・
あ
れ
？
俺
は
何
で
こ
ん
な
試
験
な
ん
て
受
け
に
来
て
る
ん
だ
？

一
時
の
感
情
に
流
さ
れ
て
は
身
を
滅
ぼ
す
。
今
日
俺
は
ひ
と
つ
賢
く
な
っ
た
よ
。

母
さ
ん
。

な
ん
て
考
え
て
い
る
と
、
、
、

「
そ
れ
で
は
只
今
よ
り
マ
ル
ク
ス
刑
務
所
看
守
試
験
を
は
じ
め
る
。
」
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マ
ル
ク
ス
刑
務
所
看
守
試
験
が
つ
い
に
始
ま
っ
た
。
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三
話
　
試
験
（
後
書
き
）

う
～
ん
難
し
い
。
文
書
が
強
引
な
ん
だ
な
・
・
・

伝
え
た
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
、
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

異世界で看守に就職
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